
し ぶ や 区 議 会 だ よ り平成 19 年 (2007年) ７ 月８日 № 232 (６)

◆議員提出議案

第２回定例会／議案等の概要と結果
自
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共
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党

民

主

党

フ
ォ
ー
ラ
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(議席番号順)

結 果

○賛成
×反対
△退席

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属件 名 概 要

副区長の選任の同意について
山内 一正(やまのうち かずまさ)氏
港区港南2丁目在住

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

副区長の選任の同意について
松井 裕(まつい ゆたか)氏
市川市東大和田2丁目在住

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ 同意

教育委員会委員の任命の同意について
大高 満範(おおたか みつのり)氏
鶯谷町在住

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

教育委員会委員の任命の同意について
佐藤 喜彦(さとう よしひこ)氏
南平台町在住

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

人権擁護委員の候補者について
鈴木 和子(すずき かずこ)氏
恵比寿南3丁目在住

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
支障ない
旨 答 申

職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 雇用保険法等の一部改正等に伴う規定の整備 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

子育て支援センター条例の一部を改正する条例
子育て支援センターの増設
広尾子育て支援センター

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

区立学童館条例の一部を改正する条例 学童館4館(氷川・広尾・富ヶ谷・幡代)の廃止 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × 可決

障害者福祉施設条例(制定)
障害者福祉施設の開設
障害者福祉センターはぁとぴあ原宿
区立心身障害者福祉センター条例の廃止

○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

◆特別区税条例の一部を改正する条例 減免制度の拡充 × × ○ × × × × × ○ 否決

平成19年度一般会計補正予算(第1号)
補正金額 2,445,000千円
新中央図書館用地取得経費

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

住民税増税から区民の暮らしを守る請願 × × ○ × × × × × ○ 不採択

学童保育を必要とする児童のために､ すべての学童館の存続を求める請願 × × ○ × × × × × ○ 不採択

△

議
長(

後
方)

と
区
長

五
月
二
十
一
日
の
本
会
議
は
区
議
会

議
員
選
挙
後
最
初
の
本
会
議
と
な
る
た

め
、
年
長
の
染
谷
賢
治
議
員
が
臨
時
議

長
と
な
り
、
議
長
を
指
名
推
選
し
、
木

村
正
義
議
員

(

自
由
民
主
党)

が
選
任

さ
れ
、
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

次
に
議
席
を
指
定
し
、
会
期
を
一
日

と
決
定
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
副
議
長
を
指
名
推
選
し
、

鈴
木
建
邦
議
員

(

民
主
党)

が
選
任
さ

れ
、
副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
四
つ
の
常
任
委
員
会
と

議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
を
選
任
し
た

後
、
伊
藤
美
代
子
議
員

(

公
明
党)

を

議
員
選
出
監
査
委
員
と
し
て
、
出
席
議

員
の
全
員
一
致
に
よ
り
選
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

第
一
回
臨
時
会

▽
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
の
繰
越
し

①
富
ヶ
谷
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

繰
越
額

一
億
五
千
四
万
五
千
円

②
住
宅
建
設
費
助
成

繰
越
額

三
千
六
百
五
十
万
六
千
円

③
山
谷
小
学
校
体
育
館
改
築
工
事

繰
越
額

四
千
六
百
二
十
三
万
五
千
円

▽(

株)

渋
谷
都
市
整
備
公
社
の
経
営
状
況

十
九
年
度
の
事
業
計
画
の
報
告
で
、
予
算
総
額
は
十
三
億
八
十
七
万
五
千
円
で
す
。
主
な
事
業

内
容
は
、
渋
谷
区
役
所
前
駐
車
場
の
管
理
運
営
で
す
。

▽(

株)

渋
谷
サ
ー
ビ
ス
公
社
の
経
営
状
況

十
九
年
度
の
事
業
計
画
の
報
告
で
、
予
算
総
額
は
十
二
億
三
千
八
百
十
三
万
四
千
円
で
す
。
主

な
事
業
内
容
は
、
ふ
れ
あ
い
植
物
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
、
ひ
が
し
健
康
プ
ラ
ザ
運
営
管
理
、
代
官

山
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
運
営
管
理
で
す
。

▽
渋
谷
区
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況

十
九
年
度
の
事
業
計
画
の
報
告
で
、
用
地
取
得
事
業
費
は
五
億
七
千
七
百
五
十
七
万
一
千
円
で

す
。
主
な
事
業
内
容
は
都
市
計
画
道
路
取
得
事
業
で
す
。

▽(

財)

渋
谷
区
美
術
振
興
財
団
の
経
営
状
況

十
九
年
度
の
事
業
計
画
の
報
告
で
、
予
算
総
額
は
一
億
一
千
八
百
八
十
万
七
千
円
で
す
。
主
な

事
業
内
容
は
、
区
立
松
濤
美
術
館
の
展
観
事
業
、
教
育
事
業
で
す
。

報

告

第１回臨時会の結果・第２回定例
会の議案等の概要と結果・報告

六
月
十
九
日
、
渋
谷
区
松
濤
一
丁
目
の
温
泉
施
設
で
起
き
た
爆
発
事
故
で
は
、
三
人
の
尊
い

命
が
奪
わ
れ
る
と
と
も
に
、
多
数
の
重
軽
傷
者
を
だ
し
、
近
隣
住
民
並
び
に
区
民
に
多
大
な
被

害
と
不
安
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
と
ご
遺
族
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、

渋
谷
区
議
会
と
し
て
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

こ
こ
数
年
来
、
健
康
、
温
泉
ブ
ー
ム
を
背
景
に
、
地
下
か
ら
汲
み
上
げ
た
温
泉
水
を
利
用
し

た
温
泉
施
設
が
各
地
で
営
業
さ
れ
て
お
り
、
都
内
に
お
け
る
源
泉
数
も
年
々
増
え
続
け
、
東
京

都
環
境
局
に
よ
れ
ば
六
月
二
十
二
日
現
在
で
百
四
十
八
カ
所
に
達
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
事
故
は
、
汲
み
上
げ
た
温
泉
水
に
南
関
東
一
帯
に
広
が
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
主
成
分
と

し
た
可
燃
性
の
天
然
ガ
ス
が
地
下
施
設
に
充
満
し
、
爆
発
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
に
北
区
で
の
温
泉
掘
削
時
の
ガ
ス
噴
出
事
故
に
お
い
て
、
東
京
都
は
独
自
の
安

全
対
策
指
導
要
綱
を
策
定
し
ま
し
た
が
、
営
業
後
の
温
泉
施
設
の
安
全
対
策
に
関
す
る
規
制
や

指
導
の
基
準
は
な
く
、
ま
た
、
国
に
お
い
て
も
同
様
の
基
準
等
が
未
整
備
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
渋
谷
区
議
会
は
国
及
び
東
京
都
に
対
し
て
、
利
用
者
が
安
心
し
て
施
設
を
利
用
で

き
、
近
隣
住
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
早
急
な
事
故
原
因
の
究
明
と
温
泉
施
設
の

実
態
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
な
法
整
備
を
図
り
、
更
な
る
安
全
対
策
の
強
化
を
強
く
要

請
し
ま
す
。

平
成
十
九
年
七
月
二
日

渋
谷
区
議
会
議
長
名

内
閣
総
理
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

国
土
交
通
大
臣

環
境
大
臣

東
京
都
知
事

���������
あ
て

温
泉
施
設
の
安
全
対
策
の
強
化
を
求
め
る
要
請
書

六
月
十
九
日
に
発
生
し
た
区
内
温
泉
施
設
爆
発
事
故
に
関
し
、
七
月
二
日
開
催
の
幹
事
長
会

に
お
い
て
、
国
及
び
都
に
対
し
、
要
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。


